
研究授業に行ってきました。とは言っても他校ではありません。近隣
の施設に招かれて，直前までは研修会？発表会？と今一つよく理解しないま
まに行きましたが，施設と授業の様子をしっかりと見させていただきました。
大人の事情と制約と，守秘義務や自主規制の関係で，ここでは詳細にご紹介
できませんが，とにかく組織立って計画立てて行っていることが印象に残っ
ています。

皆様は「ＰＤＣＡ」なるものをご存知でし
ょうか？（これまで学校だより等で紹介したことがあったような？

なかったような？） 「ＰＤＣＡ」とは，「Plan ⇒計画」
「Do ⇒実行」「Check ⇒評価」「Action ⇒改善」の
英語の頭文字をとったもので，P → D → C → A →
P …といったように，４つの段階を繰り返し行う
ことで，仕事を改善・効率化することができると
いうことです。「改善」という言葉を聞いて私が
真っ先に頭に浮かぶのは，自動車会社のＴ●Ｙ●
ＴＡが掲げる方針であるということ。とすると，
ＰＤＣＡも元々は企業・会社経営の理念かもしれ
ません。学校現場にもこれまで様々な改革・変革
があり，それらに関係する言葉の中には，様々な
横文字も含まれています。「ビジョン」「スクラップ＆ビルド」「オン・ザ・
ジョブ・トレーニング」…なるものが，当たり前のように教育現場に入って
きているのです。つまり，学校は何も特別なところではなく，戦略的に経営
し成果や結果を求められていることの証しとも言えるのではないでしょうか。
今回，私たち地域の者も見学・参観し，意見や感想を述べる場を与えられた
という取り組みは，この施設の「 Check ⇒評価」のひとつと推測します。工
場でも会社でもないここもまた，学校と同様であることに時代の流れを感じ
ざるを得ません。

さ て ， 本 校 の Ｐ Ｄ
ＣＡ を 今一 度 ご紹 介し
ます。「 Plan ⇒計画」に
あ た る も の が ， Ｈ Ｐ に
掲 載 中 の 「 ス ク ー ル プ
ラン」。学校だより５月
号 （ № ３ ４ ） で 掲 載 し
た 教 育 目 標 も 含 ま れ ま
す 。「 Do ⇒ 実 行 」 は ，
４ 月 か ら の 取 り 組 み す
べ て が 対 象 で ，「 Check
⇒ 評 価 」 は ， １ 月 に 実
施 す る お 家 の 方 と お 子
様 へ の ア ン ケ ー ト が そ
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れに当たります。（本年度は，意図して１月に変更しました。アンケートを実施し，公表するまでのタ

イムラグが気になるからです） また，第３者委員会とも言える「学校運営協議会」で
の委員さんからの意見や要望も大切な評価となります。それらを踏まえた上
で，「Action ⇒改善」し，来年度のスクールプランを立てるという流れになっ
ています。横文字で表現すれば，なにやらすごいことのような錯覚に陥りま
すが，要はお子様がやる気をもって学校生活を送っているかどうかがツボに
なるのでは？ つまり，それぞれがめあてを持っているかどうかが大切で，と
すれば子ども自身もＰＤＣＡを意識しなければならないのかもしれません。

学校以外の研究授業を参観して，もうひとつ印象に残ったことがあり
ます。それは，学んでいる方が自主的に部屋で予習・復習をしていたこと。
帰りに歩きながら，生きる目的や将来のめあてを持つことの意義をしみじみ
と感じた学校までの冬の道でした。

１年生が「うちどく」始めています
和歌山市教育委員会は，毎月第１土曜日を「うちどく（おうちで読書)」の日と設定し

ています。本校においては，読書活動の充実に向け，これまで毎週土曜日を「うちどく」

の日とし，家庭学習に｢読書」を入れています。土曜日よりも日曜日の方がよいというご

家庭もあるかと思います。それでも結構です。家庭の事情や子どもの発達に応じて，３

０分から１時間程度，テレビを消して，家族一緒に読書をしてみてください。

「うちどく」に特別なルールはありません。『家族で好きな本を読んで，読んだ本につ

いて話す』これが基本です。同じ本を回し読みしたり，読んだ本を読書カードに記録し

たり，家族でルールを決めてスタートしてみてください。同じ本を家族で読めば，会話

もいっそう弾みます。大きめの絵本を家族で見たり，一つの本を読んで感想を言い合っ

たりするのも楽しいものです。また，お互いに本をすすめ合う，家族そろって本屋さん

で本を選ぶなど，読む本について相談し合うことでもコミュニケーションが生まれます。

ぜひよろしくお願いします。

３年生を対象に「情報モラル教室」を開催します
［日 時］ 平成３１年１月１５日（火）３時間目（１０：５０～１１：３５）

［場 所］ ランチルーム（中庭２Ｆ）

［内 容］ ・今，身近にある問題と現状について

・児童がスマホやＰＣを使う上でのルールやモラル，マナーについて

［講 師］ 和歌山市立少年センター 専門教育監補 西嶋 直樹 先生

［備 考」 ・今回は，児童（３年生）を対象にしたお話です。

・もちろん，お家の方も来ていただいて結構です。来校の際は，正門から

入っていただき，中庭からランチルームにお越しください。

・駐車場はありません。自転車・バイクは正門から押して入り，タイルの

所に駐輪してください。

来校していただいても結構です

４月の№３２から今回は№４８となりました。これで２０１８年の学校だよ
りはおしまい。

皆様よいお年をお迎えください。


